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第 4 3回新潟癌治療研究会

日 時 平成 3年 7月13日

会 場 東映ホテル

一 般 演 題

招 治療抵抗性および再発急性白血病に対す る

VP-16 と Ara-C の少邑長期連 日投 lJ-･の

打用性

-投与 スケ ジュ-ルをこよる治療抵抗 性の

小山 覚 (舘 謂 漂 慧 表 病院)

柴田 昭 (新潟大学第-内科 j

U的 :Vl1-16上 Ara-C の cellcyclespecificな坑

腫塙効果を期待し.難治性白血病に対し長期連日投与を

行一一)た.

対象 :難治性急性白血病12倒 し多剤抵抗性急性打血病

8例,再発白血病8例)を対象とした.

方法 :VP一一16は 50mg･dayを1･-2回に分けて経

rl授与し Ara-C は 10-20mgL､dilyを2回に/rIけて

皮下注 した.骨髄中の芽球が5%以下となることを目標

に連日継続投与を行った.

結果 :Mlの2例 ,M3し')1†札 M11の2例.llybrid

の I別.hypoplasticの1倒しr)計7例 (580｡いごCR 例

が得られた.60歳以上の例でも4例中3例 浮5%)が CR

となった.CR例の治療期間は平均27日 (16-39)と長

期であった.寛解持続期間は2-26月十で車乗値6月で

あった.副作周は下軌 軽い脱毛が2例で認められた.

骨脚 制は比較的軽度で治療中止後の回復は速やかで あ っ

た.

考察 :難治例で高齢者,全身状態不良例においても少

量長期投与をこより高い寛解率が得られた.薬剤の作周機

序より治墳抵抗性L')一因に dorma11tCellの薬剤抵抗

性が推測され治墳期間の重要性が示唆された.

21急性骨髄性tlllfll病に対するエトポシド経口
少員投 与

･.. I ' ､:㌦∵ ･ - ,

エ トボL:ド (VP161の急性骨髄性白血病に対する経

LJ'i,L量投与療法における,薬物動態および臨床成績iこっ

て検討 した.

(症例IAML (M2)2例,AML (M2)withfibrosis

2例.AMoL (M5b)1例.RAI;lBinT l例,RA+I

ML l例.計7例を対象とした.

は Aml二10-ノ1O mg CT)連F二1投与を併用した.(結果)

VP16(7)初回経rl投与後(.JT)血中濃度は,3--8時間で最

高となり.投与 1週間後には投与前に検出可能上なi),

蓄積が認められた. しかし,投与終了1週間後にて測定

感度以下となった.臨床効果としては,Ar後.重 を併用

した AML (_M21の 1例にて CR を.RA+ML の 1

例にて正常血球の回復が,VP16単独で認め1,L-1ナlた.他

の症例でも.腫蕩麓の減少を認めた.副作用として,口

内炎を3例に,骨髄抑制による合併症としてLL')肺私 敗

血症による発熱を5例に認めた.し考察)VP16(7)経["i

少量投与により.＼′Ⅰ-)16の血中濃度は保持され 白血病

iこ対 して有効に作用すると考えられた.

腫の 1症例

佐藤 光･刷 Il 康リl

縦 断 欄 間 保之 (品葦酷 姦謂 潟)加藤 譲治

骨 ･軟骨肉腫は Methotrexate大量療法が用い1■､fi

るようになって以来.遠隔転移か阻l.とさI.L治療成績が向

上したといわれている.今回我々は上顎正中部の軟骨肉

腫iこ対し,術前術後に h/tethotrexate大量療法を中心

症例 :31歳,男性.約 3週間前より上顎正中部歯肉の

腫脹に気付くも捧痛がない為放置する. 1週間前に舶蝕

治療の為受診 した某歯科医院で同部の腫脹を指摘され

某病院口軽外科を紹介された.生検にて軟骨腫の診断を

得たが.臨床的に悪性が疑われ当科紹介受診後,再生検

の結果.軟骨肉腫L')診断を得た.治療法としては外科的

切除を基本とし,術前術後に Adrianlyein+Vincristin

+hightdoseMethotrexate-Citrovorum factorrescue

療法を施行.術後は外照射を併用した,術後約9カ月経

過 した現在.再発や転移は認めITっれない.


